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ੈ
ք
֤
国
ͱ
ڠ
ྗ
͠

地
ٿ

ڥ
の
ঢ়
ଶ
や
変
Խ
を
把
握

南
極
地
域
観
測
隊
は
、１
̕
̑
̒
年ớ
昭
和

��
年
Ờに
第
１
次
隊
を
派
遣
し
て
Ҏ
དྷ
、
半
ੈ

ل
を

͑
る
観
測
活
動
を
南
極
で
行
っ
て
い
ま

す
。
気

や
測
地
、
海
底
地
形
ɾ
潮
汐
な
ど
、

観
測
の
ํ
๏
や
ٕ
ज़
は
時

と
と
も
に
ਐ
化

し
な
が
ら
、南
極
を
見
つ
め
続
け
て
き
ま
し
た
。

現
在
は
ࣾ
ձ
的
に
大
き
な

目
を
ू
め
る

「
地
球
温
暖
化
」を
メ
イ
ϯ
ς
ー
Ϛ
に
ਾ
͑
た

観
測
を
ਐ
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、南
極
と
い
う

大
ϑ
ỹ
ー
ϧ
υ
の
観
測
活
動
を
発
ల
さ
せ
る

た
め
に
は
、さ
ま
͟
ま
な
局
面
で
の
国
際
ڠ
ྗ

が
ෆ
可
ܽ
な
た
め
、
国
際
連
携
の
ڧ
化
も
積

極
的
に
行
っ
て
い
ま
す
。

現
在
、
派
遣
隊
員
は
ຖ
次
��
～
7�
名
ほ
ど
。

「
ӽ
ౙ
隊
」と「
夏
隊
」に
分
か
れ
、֤
観
測
の

୲
当
ऀ
と
、そ
の
活
動
を
α
ϙ
ー
τ
す
る
設
営

୲
当
ớऀ
ҩ
ྍ
ɾ
調
理
ɾ
土

ɾ
機
ց
な
ど
Ờで

ฤ
成
さ
れ
て
い
ま
す
。国
土
ަ
通
ল
か
ら
は
基

ຊ
的
に
ࢤ
ئ
ऀ
か
ら
の
બ
ൈ
੍
で
、
気

ி
ɾ

海
上
保
҆
ி
ɾ
国
土
地
理
院
の
職
員
が
７
名

ほ
ど
参
加
し
て
い
ま
す
。


に
Ԡ
じ
て

半

年
લ
か
ら
さ
ま
͟
ま
な
܇
࿅
や
ݚ
म
を
ड
け
、

݈
߁

அ
を
パ
ε
す
る
と
、
オ
ー
ε
τ
ϥ
リ
Ξ

か
ら
砕
氷
」؋
し
ら
せ
」に

船
。

１
カ
݄

か
け
て
南
極
大
陸
の
౦
オ
ϯ
ά
ϧ
ౡ
に
あ
る

昭
和
基
地

と
向
か
い
ま
す
。
夏
隊
は
̎
カ
݄

ऑ
を
ա
͝
し
た
後
ؼ
国
し
ま
す
が
、
ӽ
ౙ
隊

は
そ
の
ま
ま

１
年
̎
カ
݄

在
し
ま
す
。

南
極
の
夏
は
短
く
、
ઇ
が
ݮ
り
氷
が
ബ
く

な
る
��
݄
中
०
か
ら
̎
݄
上
०
し
か「
し
ら

せ
」で
昭
和
基
地
に
近
ͮ
く
こ
と
は
で
き
ま
せ

ん
。
外
で
の
設
営
作
業
や
ヘ
リ

コ
プ
タ
ー
に
よ
り
短
時
間
で
長

ڑ

移
動
で
き
る
の
は
、こ
の
期

間
ͩ
け
な
の
で
、
隊
員
た
ち
は

観
測
を
は
じ
め
、
さ
ま
͟
ま
な

活
動
に

わ
れ
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。

 

ਫ਼
֬
ͳ
観
測
の

 

ܧ
ଓ
ʹ
Α
ỳ
ͯ

 

地
ٿ
ͱ
Ӊ

を

Δ

隊
員
が
観
測
し
た
デ
ー
タ
は

さ
ま
͟
ま
な
ݚ
ڀ
機
ؔ
で
分

ੳ
ɾ
解
ੳ
さ
れ
、
多
࠼
な
分

野
で
ੜ
か
さ
れ
ま
す
。
ྫ
͑

ば
、
氷
の

に
ด
じ
ࠐ
め
ら

れ
た
Կ
े
ສ
年
も
લ
の
ۭ
気

を
分
ੳ
す
る
こ
と
で
、
当
時

の
気
ީ
な
ど
を
調

る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
南
極

は
෩
化
や
Ԛ
છ
が
少
な
い
た

め
、
ᯁ
ੴ
や
地
質
の
ݚ
ڀ
に

も
ద
し
て
い
ま
す
。１
̕
̔
̎

年ớ
昭
和
57
年
Ờに
ੈ
ք
で
初

め
て「
オ
κ
ϯ
ϗ
ー
ϧ
˞
」を

発
見
し
た
の
も
日
ຊ
隊
で
し

た
。「
地
球

ڥ
変
化
の
η
ϯ

α
ー
」「
Ӊ


の
૭
」と
い
わ

れ
る
南
極
で
の
観
測
デ
ー
タ

は
、
地
球
や
Ӊ

を

る
ख

掛
か
り
で
あ
り
、そ
の
蓄
積
は

学
ڀ
的
に
は
も
ち
Ζ
ん
、
ࢲ

た
ち
の
ੜ
活
、
さ
ら
に
は
ক

དྷ
の
地
球

ڥ
の
༧
測
に
も

役
ཱ
て
ら
れ
ま
す
。

˞�

南
極
や

極
上
ۭ
の
成

ݍ
オ
κ
ϯ


の
一
෦
が
濃
度
の
ݮ
少
に
よ
っ
て
݀
が

ۭ
い
て
い
る
よ
う
に
見
͑
る
こ
と
か
ら
呼

ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
成

ݍ
オ
κ
ϯ


は
ଠ
ཅ
か
ら
の
༗

な
ࢵ
外
ઢ
を
ٵ

収
し
、
地
上
の
ੜ
ଶ
ܥ
を
保
ޢ
す
る
役

割
が
あ
る
。
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60

の
ྺ
࢙
を
࣋
ͭ

南
極
地
Ҭ
؍
測
ࣄ
ۀ

地
ٿ

ڥ
の
ม
Խ
を
ଊ
͑
ଓ
͚
Δ

南
極
ʹ
͓
͚
Δ
観
測
を

త
ͱ
͠
ỏຖ


ݣ
͞
Ε
ͯ
͍
Δ

南
極
地
域
観
測
隊
Ố本

̏
݄
ʹ
ؼ
国
͠
ͨ
第5�
次
ӽ
ౙ

隊ɾ第57
次
夏
隊
ʹ
ỏؾ

ỏ測
地
ỏ海
ఈ
地
ɾ潮ܗ
汐
の
Τ
Ω

ε
ύ
ồ
τ
ͱ
͠
ͯ
ࢀ
Ճ
͠
ͨ
̏
ਓ
の
隊
һ
を

հ
͠
·
͢
Ố

業
務
密
着

ル
ポ
シ
リ
ー
ズ

FILE 39
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測
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ま
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ど
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観
測
の
ํ
๏
や
ٕ
ज़
は
時

と
と
も
に
ਐ
化

し
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が
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、南
極
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き
ま
し
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現
在
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に
大
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目
を
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め
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球
温
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」を
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ਾ
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た

観
測
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ま
す
。
ま
た
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極
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う

大
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の
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測
活
動
を
発
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せ
る

た
め
に
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ま
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ま
な
局
面
で
の
国
際
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が
ෆ
可
ܽ
な
た
め
、
国
際
連
携
の
ڧ
化
も
積

極
的
に
行
っ
て
い
ま
す
。

現
在
、
派
遣
隊
員
は
ຖ
次
��
～
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名
ほ
ど
。

「
ӽ
ౙ
隊
」と「
夏
隊
」に
分
か
れ
、֤
観
測
の

୲
当
ऀ
と
、そ
の
活
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す
る
設
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調
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な
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ま
す
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で
、
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地
理
院
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員
が
７
名

ほ
ど
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い
ま
す
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に
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て
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年
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ら
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ま
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ま
な
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や
ݚ
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を
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け
、
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を
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る
と
、
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砕
氷
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し
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せ
」に

船
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݄
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南
極
大
陸
の
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昭
和
基
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向
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ま
す
。
夏
隊
は
̎
カ
݄

ऑ
を
ա
͝
し
た
後
ؼ
国
し
ま
す
が
、
ӽ
ౙ
隊

は
そ
の
ま
ま

１
年
̎
カ
݄

在
し
ま
す
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極
の
夏
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く
、
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݄
中
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し
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し
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く
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で
き
ま
せ
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設
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作
業
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コ
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に
よ
り
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時
間
で
長
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移
動
で
き
る
の
は
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の
期

間
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け
な
の
で
、
隊
員
た
ち
は

観
測
を
は
じ
め
、
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ま
͟
ま
な

活
動
に
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る
こ
と
に
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ま
す
。
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ま
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、
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や
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ݚ
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に

も
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い
ま
す
。１
̕
̔
̎

年ớ
昭
和
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発
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ຊ
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で
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変
化
の
η
ϯ

α
ー
」「
Ӊ


の
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」と
い
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る
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極
で
の
観
測
デ
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Ӊ
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る
ख

掛
か
り
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あ
り
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の
蓄
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は
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ڀ
的
に
は
も
ち
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ん
、
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た
ち
の
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、
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に
は
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དྷ
の
地
球
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役
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れ
ま
す
。
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の
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ݮ
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݀
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1�

船内のϚοτはೆ༷ۃ。
΄かにϖンΪンฑも。

「しらせ」に潜入！

隊員たͪの৯ಊ。কعେձが։か
れるͳͲΠϕンτも։࠵。

അ場がա͝した෦。ʮしらͤʯではجຊೋਓ
૬෦にͳる。సがらͳいΑ͏にҜࢠはݻఆ。

船内ではચ୕もՄ

τϨーχンάϧーϜもඋ

中、Ξβߦߤ
ラγやΫδラ
が現れると船内์
送がྲྀれる。

海
上
保
҆
ி
は
第
１
次
隊
が

船
し
た
南

極
観
測
船「
फ
୩
」の
運
航
か
ら
参
加
、
第
̎

次
隊
で
は
海
の
観
測
に
も
携
わ
り
、ຊ
֨
的
に

ܧ
続
観
測
を
始
め
た
の
は
第
７
次
隊
か
ら
。現

在
は
、
国
際
水
路
機
ؔ
の
南
極
地
域
水
路
ҕ

員
ձ
の
要

に
Ԡ
じ
、
֤
国
が
ڠ
ྗ
し
て
南

極
海
域
の
海
図
を
作
製
す
る

く
、ຖ
次
１
名

を
夏
隊
に
派
遣
し
て
い
ま
す
。第
57
次
隊
で
も

住
吉
ণ

が
参
加
し
、観
測
に
ྟ
Έ
ま
し
た
。

「
氷
に
෴
わ
れ
た
南
極
海
域
の
観
測
は


し
く
、
観
測
で
き
て
い

な
い

所
が
い
ま
ͩ
に

多
く
ଘ
在
し
て
い
ま
す
。

̎
̌
１
̐
年ớ
平
成
��

年
Ờに
は
第
55
次
隊
を


せ
たứ
し
ら
せ
Ừや
、

ࠓ
年
は
オ
ー
ε
τ
ϥ
リ

Ξ
の
観
測
船
な
ど
、
近

年
も
࠲

す
る
船
ഫ
が
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

҆
全
な
航
海
に
ܽ
か
せ
な
い
海
図
を
作
製ɾߋ

新
す
る
た
め
に
、
正
֬
な
海
底
地
形
や
水
深

の
調
査
が
ٻ
め
ら
れ
て
い
る
の
で
す
」

そ
し
て
も
う
一
つ
、海
底
地
形
デ
ー
タ
は
地

球
科
学
の
見
地
か
ら
南
極
の
成
り
ཱ
ち
を


る
上
で
ෆ
可
ܽ
な
基
൫
情
報
と
し
て
も
大
き

な
Ձ

を
࣋
ち
ま
す
。

「
地
上
で
は
ޫ
学
Ӵ

や
Ｇ
Ｎ
Ｓ
Ｓớ
˞
Ờ

の
ී
ٴ
で
、地
形
は
詳
細
か
つ
ख
ܰ
に
分
か
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
が
、音
波
を
使
用
す
る
海

底
地
形
の
観
測
は
ٕ
ज़
的
に

し
い
の
が
現

ঢ়
で
す
。
し
か
し
近
年
ٕ
ज़
の
ਐ
า
に
よ
り
、

Ｇ
Ｎ
Ｓ
Ｓ
測
位
と
ߴ
度
な
音
響
測
深
の
組
Έ

߹
わ
せ
で
海
底
地
形
を
面
的
に
ଊ
͑
ら
れ
る

ණ
ʹ
ด
͟
͞
Ε
ͨ
南
極
の
ւ
Ͱ

ւ
ఈ
地
ܗ
ɾ
ை
ࣚ
を
؍
測

第57
次
南
極
地
域
観
測
隊（
夏
隊
）

海
্
อ
҆
ி 

海
洋
情
報
部 

ٕ
ज़
ɾ
国
ࡍ
課 

海
洋
ݚ
ڀ
ࣨ
　ॅ
٢ 

ণ


6݄1日のʮؾه೦日ʯをॕ͏
Πϕンτはかま͘ らの中で。

ଌୂһͷ؍ࢿɻ؋ʮ͠Βͤʯւ্ࣗӴୂॴଐͷࣗӴ؋ණࡅ
ਓһ༌ૹͷ΄͔ɺ؍ଌࢧԉͷͨΊɺધʹ؍ଌઃඋඋΘ͍ͬͯ
·͢ɻ
ୂһͨͪΦʔετϥϦΞͰʮ Βͤ͠ʯ

ʹધɻߦ ͱ͖ؼΓʢΦʔετϥϦΞ·Ͱʣ
ͷ߹ܭ�Χ݄ΛધͰա͝ ·͢͠ɻ
ͷʮࡏݱ Βͤ͠ʯ�ɻ

そ
の
バ
τ
ϯ
を
つ
な
ぐ
た
め
、
ؼ
国
後
も
അ


は
南
極
観
測
と
ີ

に
ؔ

す
る
෦
ॺ
に

所
ଐ
し
、
現
在
ӽ
ౙ
中
の
第
57
次
隊
や
��
݄

に
ग़
発
す
る
第
5�
次
隊
が
観
測
を
ܧ
続
で
き

る
よ
う
日
々
業

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

砕氷艦

˞�

全
球
測
位
Ӵ

γ
ε
ς
ム
Ӵ

か
ら
発
৴
さ
れ
る
ి
波
を
ར
用

し
た
測
位
ํ
ࣜ
。
Ｇ
̥
Ｓớ
Ξ
メ
リ
カ
Ờ、
Ｇ
̡
̤�

Ｎ
̖
Ｓ
Ｓớ
ϩ

γ
Ξ
Ờ、Έ
ち
ͼ
きớ
日
ຊ
Ờな
ど
測
位
Ӵ

γ
ε
ς
ム
の
૯
শ
。

「しらせ」に潜入！「しらせ」に潜入！
砕氷艦

業
務
密
着

ル
ポ
シ
リ
ー
ズ
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地্ؾ観測の装置

ΰϜٿؾに観測ثػを͚て、地্から約3�kmまで
のؾѹ、ؾ温、࣪ 、෩、෩ͳͲを観測するߴؾ
観測。1日�ճੈքでఆめられたಉࠁ࣌に͏ߦ。ఱ
ީがߥれている࣌でも、室内で४උし、ఆ࣌にͳると
ਧઇの中にඈͼग़して์つ͜とも。

日ࣹ์ࣹ計はؾ
౩の্と海
Ԋいにઃ置さ؛
れている。

地
球
上
で
࠷
も
פ
ྫྷ
で
と
て
も
ס
૩
し
た

地
域
で
あ
る
南
極
大
陸
。
夏
で
も
平
ۉ
気
温

は
̌
度
ఔ
度
、ౙ
は
Ϛ
イ
φ
ε
��
度
Ҏ
下
が
当

た
り
લ
で
、Ԋ
؛
෦
に
あ
る
昭
和
基
地
近
ล
で

は
ϒ
リ
β
ー
υ
が
ऻ
དྷ
す
る
と
ඵ

��
̼
Ҏ

上
の
෩
が
ਧ
き

け
ま
す
。そ
ん
な
ࠅ
פ
の
地

で
、
気

ி
は
第
１
次
隊
か
ら
気

観
測
を

ܧ
続
し
て
き
ま
し
た
。
当
初
は
地
上
気

観

測
の
Έ
で
し
た
が
、
現
在
は
ߴ

気

観
測
、

オ
κ
ϯ
観
測
͓
よ
ͼ
日
ࣹ
์
ࣹ
観
測
も
実
ࢪ

し
て
い
ま
す
。
気

ி
か
ら
は
̑
名
派
遣
さ

れ
、അ

༞
հ
も
そ
の
一
ਓ
と
し
て
第
5�
次
ӽ

ౙ
隊
に
参
加
し
ま
し
た
。

「
長
期
間
デ
ー
タ
を
取

る
こ
と
で
南
極
の
現
ঢ়

や
ա
ڈ
か
ら
の
変
化
を

把
握
す
る
こ
と
が
で
き
る

ͩ
け
で
な
く
、
ক
དྷ
的
な

気
ީ
変
動
の
༧
測
に
も

役
ཱ
つ
と
ߟ
͑
ら
れ
て
い

ま
す
。
ま
た
、ੈ
ք
気


機
ؔ
の
国
際
観
測

の

一
ཌྷ
を
୲
っ
て
͓
り
、
観

測
デ
ー
タ
は
֤
国
に
ڞ
༗
さ
れ
、日
ຊ
は
も
ち

Ζ
ん
ੈ
ք
中
の
気

༧
報
や
気
ީ
変
動
の


視
に
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
う
し
た
ઌ
ഐ
た

ち
の
蓄
積
を
引
き
ܧ
͗
、
国
際
的
活
動
の
一

員
と
し
て
ਫ਼
֬
な
デ
ー
タ
を
取
ら
ね
ば
と
、


の
引
き
క
ま
る
よ
う
な
ࢥ
い
で
し
た
」


ஔ
ʹ
Α
Δ
ࣗ
動
ܭ
測


ࢹ
や
ख
࡞
ۀ
ʹ
Α
Δ
観
測

࣮
ࢪ

気

観
測
の
中
で
࠷
も
ྺ
࢙
が
あ
る
の
が

地
上
気

観
測
で
す
。
気
ѹ
や
気
温
、
࣪
度
、

෩
向
、
෩

、
日
র
時
間
な
ど
の
基
礎
的
な

デ
ー
タ
を
��
時
間
̏
̒
̑
日
連
続
し
て
観
測

し
て
い
ま
す
。

「
装
置
で
自
動
的
に
観
測
す
る
他
、
目
視
で

Ӣ
や
大
気
現

な
ど
も
観
測
し
、
ه

し
ま

す
。
日
ຊ
で
も
こ
う
し
た
デ
ー
タ
に
৮
れ
る
機

ձ
は
あ
っ
た
の
で
す
が
、
実
際
に
ౚ
͑
る
よ
う

な
気
温
や
ਧ
ઇ
な
ど
の
気

現

を
体
験
す

る
と
、あ
ら
た
め
てứ
南
極
に
དྷ
た
ʂ
Ừと
実
感

し
ま
し
た
」

ߴ

気

観
測
で
は
݄
に
̎
～
̏
回
オ
κ

ϯ
量
を
観
測
す
る
機
器
も
一
ॹ
に
ඈ
ば
し
ま

す
。「

地
ද

近
の
オ
κ
ϯ
濃
度
は
連
続
的
に
観

測
し
、オ
κ
ϯ
ϗ
ー
ϧ
の
時
期
に
は
ඈ
༲
回
数

を
増
や
し
て

視
。地
ද
と
上
ۭ
に
͓
け
る
オ

κ
ϯ
量
の
把
握
に

め
て
い
ま
す
」

そ
し
て
、日
ࣹ
์
ࣹ
観
測
で
は
、
地
ද
に
ಧ

く
日
ࣹ
量
を
測
定
す
る
全
ఱ
日
ࣹ
、
地
ද
で


ࣹ
さ
れ
た
日
ࣹ
量
を
測
定
す
る

ࣹ
日
ࣹ
、

地
ද
に
ಧ
く

外
์
ࣹ
量
と
地
ද
か
ら
ग़
て

行
く

外
์
ࣹ
量
な
ど
を
観
測
し
、
地
ද
に

͓
け
る
Τ
ω
ϧ
Ϊ
ー
の
ਫ਼
ີ
な
収
ࢧ
を
把
握

し
ま
す
。

「
地
球
温
暖
化
や
気
ީ
変
動
の
メ
カ
ニ
ズ
ム

を
解
き
明
か
す
た
め
に
は
、
こ
の
よ
う
な
ߴ
ਫ਼

度
の
観
測
デ
ー
タ
を
長
期
間
蓄
積
す
る
こ
と

が
ඇ
ৗ
に
重
要
で
す
」

ఱ
ީ
ෆ
ॱ
࣌

ധ
·
Γ
ࠐ
Έ


観
測

̎
ަ
ସ

࣌　
ؒ
ମ
੍

こ
う
し
た
観
測
デ
ー
タ
は
気

౩
に
͓
い

て
��
時
間

視
ɾ
分
ੳ
さ
れ
ま
す
。

「
ӽ
ౙ
隊
員
が
ੜ
活
す
る
ډ
住
౩
か
ら
気


౩
ま
で
5�̼
ほ
ど
な
の
で
す
が
、
ϒ
リ
β
ー

υ
に
な
る
と
気

౩
の
Ө
す
ら
見
͑
な
く
な

る
と
き
も
あ
り
ݐ、

間
を
移
動
す
る
の
も
大

変
ة
ݥ
で
す
。そ
こ
で
ަ
ସ
時
に
は
྆
౩
に


し
た
ϩ
ー
プ
を
པ
り
に

い
า
き
し
て
行
き
ま

す
。
ѱ
ఱ
続
き
で
ަ
ସ
で
き
ず
؈、
٧
め
に
な

る
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
」


ੵ
͞
Ε
ͨ
ؾ

σ
ồ
λ
ʹ

ਫ਼
ີ
ͳ
̍


の
σ
ồ
λ
を
ੵ
Έ
ॏ
Ͷ
て
い
く

第5�
次
南
極
地
域
観
測
隊（
ӽ
ౙ
隊
）

ؾ

ி 
観
測
部 
ܭ
画
課 

南
極
観
測
ࣄ

ࣨ
　അ
 

༞
հ

��

極
פ
の
中
で
は
装
置
の
設
置
や

保
क
作
業
も
可
能
な
ݶ
り
短
時

間
で
効
率
的
に
行
う
ඞ
要
が
あ
り

ま
す
。

「
日
ຊ
で
は
؆
୯
な
こ
と
も
、南

極
の
ඇ
ৗ
に

温
な

ڥ
や
ܹ
し

い
෩
ઇ
の
中
で
は
໋
ݒ
け
。
そ
れ

で
も
ࠓ
ま
で
の
蓄
積
を
్

れ
さ

せ
ず
ứ
自
৴
を
࣋
っ
て
ग़
せ
る
観

測
デ
ー
タ
を
納
得
の
い
く
ま
で
取

り
た
い
Ừと
い
う
一
心
で
し
た
」



1�

船内のϚοτはೆ༷ۃ。
΄かにϖンΪンฑも。

「しらせ」に潜入！

隊員たͪの৯ಊ。কعେձが։か
れるͳͲΠϕンτも։࠵。

അ場がա͝した෦。ʮしらͤʯではجຊೋਓ
૬෦にͳる。సがらͳいΑ͏にҜࢠはݻఆ。

船内ではચ୕もՄ

τϨーχンάϧーϜもඋ

中、Ξβߦߤ
ラγやΫδラ
が現れると船内์
送がྲྀれる。

海
上
保
҆
ி
は
第
１
次
隊
が

船
し
た
南

極
観
測
船「
फ
୩
」の
運
航
か
ら
参
加
、
第
̎

次
隊
で
は
海
の
観
測
に
も
携
わ
り
、ຊ
֨
的
に

ܧ
続
観
測
を
始
め
た
の
は
第
７
次
隊
か
ら
。現

在
は
、
国
際
水
路
機
ؔ
の
南
極
地
域
水
路
ҕ

員
ձ
の
要

に
Ԡ
じ
、
֤
国
が
ڠ
ྗ
し
て
南

極
海
域
の
海
図
を
作
製
す
る

く
、ຖ
次
１
名

を
夏
隊
に
派
遣
し
て
い
ま
す
。第
57
次
隊
で
も

住
吉
ণ

が
参
加
し
、観
測
に
ྟ
Έ
ま
し
た
。

「
氷
に
෴
わ
れ
た
南
極
海
域
の
観
測
は


し
く
、
観
測
で
き
て
い

な
い

所
が
い
ま
ͩ
に

多
く
ଘ
在
し
て
い
ま
す
。

̎
̌
１
̐
年ớ
平
成
��

年
Ờに
は
第
55
次
隊
を


せ
たứ
し
ら
せ
Ừや
、

ࠓ
年
は
オ
ー
ε
τ
ϥ
リ

Ξ
の
観
測
船
な
ど
、
近

年
も
࠲

す
る
船
ഫ
が
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

҆
全
な
航
海
に
ܽ
か
せ
な
い
海
図
を
作
製ɾߋ

新
す
る
た
め
に
、
正
֬
な
海
底
地
形
や
水
深

の
調
査
が
ٻ
め
ら
れ
て
い
る
の
で
す
」

そ
し
て
も
う
一
つ
、海
底
地
形
デ
ー
タ
は
地

球
科
学
の
見
地
か
ら
南
極
の
成
り
ཱ
ち
を


る
上
で
ෆ
可
ܽ
な
基
൫
情
報
と
し
て
も
大
き

な
Ձ

を
࣋
ち
ま
す
。

「
地
上
で
は
ޫ
学
Ӵ

や
Ｇ
Ｎ
Ｓ
Ｓớ
˞
Ờ

の
ී
ٴ
で
、地
形
は
詳
細
か
つ
ख
ܰ
に
分
か
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
が
、音
波
を
使
用
す
る
海

底
地
形
の
観
測
は
ٕ
ज़
的
に

し
い
の
が
現

ঢ়
で
す
。
し
か
し
近
年
ٕ
ज़
の
ਐ
า
に
よ
り
、

Ｇ
Ｎ
Ｓ
Ｓ
測
位
と
ߴ
度
な
音
響
測
深
の
組
Έ

߹
わ
せ
で
海
底
地
形
を
面
的
に
ଊ
͑
ら
れ
る

ණ
ʹ
ด
͟
͞
Ε
ͨ
南
極
の
ւ
Ͱ

ւ
ఈ
地
ܗ
ɾ
ை
ࣚ
を
؍
測

第57
次
南
極
地
域
観
測
隊（
夏
隊
）

海
্
อ
҆
ி 

海
洋
情
報
部 

ٕ
ज़
ɾ
国
ࡍ
課 

海
洋
ݚ
ڀ
ࣨ
　ॅ
٢ 

ণ


6݄1日のʮؾه೦日ʯをॕ͏
Πϕンτはかま͘ らの中で。

ଌୂһͷ؍ࢿɻ؋ʮ͠Βͤʯւ্ࣗӴୂॴଐͷࣗӴ؋ණࡅ
ਓһ༌ૹͷ΄͔ɺ؍ଌࢧԉͷͨΊɺધʹ؍ଌઃඋඋΘ͍ͬͯ
·͢ɻ
ୂһͨͪΦʔετϥϦΞͰʮ Βͤ͠ʯ

ʹધɻߦ ͱ͖ؼΓʢΦʔετϥϦΞ·Ͱʣ
ͷ߹ܭ�Χ݄ΛધͰա͝ ·͢͠ɻ
ͷʮࡏݱ Βͤ͠ʯ�ɻ

そ
の
バ
τ
ϯ
を
つ
な
ぐ
た
め
、
ؼ
国
後
も
അ


は
南
極
観
測
と
ີ

に
ؔ

す
る
෦
ॺ
に

所
ଐ
し
、
現
在
ӽ
ౙ
中
の
第
57
次
隊
や
��
݄

に
ग़
発
す
る
第
5�
次
隊
が
観
測
を
ܧ
続
で
き

る
よ
う
日
々
業

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

砕氷艦

˞�

全
球
測
位
Ӵ

γ
ε
ς
ム
Ӵ

か
ら
発
৴
さ
れ
る
ి
波
を
ར
用

し
た
測
位
ํ
ࣜ
。
Ｇ
̥
Ｓớ
Ξ
メ
リ
カ
Ờ、
Ｇ
̡
̤�

Ｎ
̖
Ｓ
Ｓớ
ϩ

γ
Ξ
Ờ、Έ
ち
ͼ
きớ
日
ຊ
Ờな
ど
測
位
Ӵ

γ
ε
ς
ム
の
૯
শ
。

「しらせ」に潜入！「しらせ」に潜入！
砕氷艦

業
務
密
着

ル
ポ
シ
リ
ー
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1�

把
握
す
る
た
め
の
重
要
な
観
測
点
と
な
っ
て
い

ま
す
」と
ޠ
り
ま
す
。

し
か
し
地
殻
変
動
を
解
明
す
る
た
め
に
は

長
期
に
わ
た
る
デ
ー
タ
の
蓄
積
が
重
要
で
、ま

ͩ
ま
ͩ
分
か
ら
な
い
こ
と
の
ํ
が
多
い
そ
う
。

「
݄
の
引
ྗ
や
߱
り
積
も
っ
た
ઇ
の
重
Έ
で

も
大
地
は
上
下
に
動
き
ま
す
。デ
ー
タ
の
༳
ら

͗
が
Կ
を
ҙ
味
す
る
の
か
要
Ҽ
を

り
分
け

る
に
は
長
期
の
観
測
が
ඞ
要
で
あ
りἔ
定
ৗ
ἕ

観
測
の
ҙ
ٛ
で
も
あ
り
ま
す
」

ɹա
ࠅ
ͳ
野
外
׆
動


શ
ͯ

ߦ

ྃ
ʂ

南
極
で
の
測
量
は
日
ຊ
と
は
উ
ख
が
ҧ
う

こ
と
も
。
住
吉
と
ಉ
༷
、
野
外
観
測
ν
ー
ム
を

組
Έ
、
͓
ޓ
い
の
観
測
を
ख

い
な
が
ら
数
日

間ɾ数
カ
所
を
野
営
し
ま
す
פ。
さ
で
動
か
な
く

なっ
た
バỽ
ς
リ
ー
を
カ
イ
ϩ
で
温
め
た
り
、
෩


��̼
の
中
で
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
を
待
っ
た
り
ộ
。

「
ѱ
ఱ
ީ
の
た
め
༧
定
の
半
分
も
実
行
で
き

な
い
こ
と
が
あ
る
と
ฉ
い
て
い
た
の
で
、
༧
定

量
の
ഒ
近
く
の
計
ը
を
ա
ີ
気
味
に
組
Έ
ま

し
た
が
、
ࠓ
回
は
ఱ
ީ
に
ܙ
ま
れ
、ほ
΅
全
て

の
計
ը
を

ྃ
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
ڧ。

෩
ਧ
き
ߥ
れ
る
野
営
を
ز
൩
も
ܦ
験
し
ま
し

た
が
、そ
ん
な

ڥ
下
で
も

に
は

れ
ࠐ
Ή

よ
う
に
ख़
ਭ
す
る
と
い
う
ϋ
ー
υ
な
野
外
観

測
で
し
た
」

ॱ
調
に
計
ը
が
ਐ
ん
ͩ
݁
Ռ
、
લ
ਓ
ະ
౸

の
新
し
い
地
で
の
測
量
も
ܦ
験
で
き
た
と
い

い
ま
す
。

「
ਓ
ྨ
が
足
を
౿
Έ
入
れ
て
い
な
い

所
を

測
量
す
る
と
、
ੈ
ք
が

が
っ
て
い
く
感
じ
が

し
ま
す
」

測
ྔ
の
ٕ
ज़

͜
Ε
͔
Β


ਐ
Խ
を
ଓ
͚
Δ

測
量
の
ٕ
ज़
が
向
上
し
効
率
化
が
ਐ
Ή

と
、そ
の
ਫ਼
度
や
で
き
る
こ
と
は
ຖ
回
少
し
ず

つ
変
化
し
て
い
き
ま
す
。
࠷
近
で
は
υ
ϩ
ー
ϯ

を
使
っ
た
測
量
も

目
さ
れ
、南
極
で
の
実
用

化
が
か
な
͑
ば
、
地
形
測
量
の
可
能
ੑ
が
ܶ

的
に

が
る
と
ߟ
͑
ら
れ
て
い
ま
す
。下
野
も

「
υ
ϩ
ー
ϯ
が
南
極
の
特
घ
な

ڥ
で
正
ৗ

に
動
作
す
る
の
か
。
い
Ζ
い
Ζ
と
ݒ
೦
は
あ
り

氷চม動測ྔ。(/44
ड信ػで�4ؒ࣌デー
タをとりଓ͚る。
͜れまでの観測で氷চ
は西西の方年
ؒ約̑ ̼動いている͜
とが分かった。

地形ਤを࡞するために、ۭ 中ࣸਅࡱӨ実ࢪલに測地ج४にର
し、ରۭඪࣝをϖンキでృ装。一ॹに野営している他の隊員にも
खってもらいͳがらのۀ࡞。

野営ではେྔの৯ࡐを
Ή。下野ᐌʮ͘ॅ٢ࠐͪ࣋
さΜはྉཧ൪長。一ॹに
野営する࣌もあり、とって
もඒຯしかったですʂʯ

下野がઃ置した測地ج४。͜れま
でਓؒがを౿Έೖれていͳいʮલ
ਓະ౿の地ʯであるূ໌ともい͑る。

ま
す
が
、そ
れ
を
上
回
る
可
能
ੑ
を
大
い
に
感

じ
て
い
ま
す
」と
南
極
で
の
新
し
い
観
測
に
期

待
を
๊
い
て
い
ま
す
。

南
極
と
い
う
地
ͩ
か
ら
こ
そ
で
き
る
観
測
。

そ
の
地
ಓ
な
観
測
の
積
Έ
重
ね
が
ࢲ、
た
ち
の

住
Ή
地
球
と
い
う


の
解
明
に
つ
な
が
っ
て

い
く
の
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。

業
務
密
着

ル
ポ
シ
リ
ー
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よ
う
に
な
り
、詳
細
な
海
底
地
形
が
効
率
的
に

得
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
基
礎
的

な
デ
ー
タ
を
蓄
積
し
て
い
く
こ
と
で
、
後
々
の

新
た
な
発
見
や
活
用
に
つ
な
が
る
と
期
待
さ

れ
て
い
ま
す
」

住
吉
の
観
測
は
、南
極
大
陸
に
向
か
う「
し

ら
せ
」の
中
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。「
し
ら
せ
」

に
装
備
さ
れ
た
音
響
測
深
機
を
使
っ
て
海
底

地
形
を
観
測
し
ま
す
。
ま
た
、X
Ｃ
T
Ｄ
と
呼

ば
れ
る
測
定
機
器
を
海
に
投
げ
入
れ
、海
水
の

温
度
や
塩
分
濃
度
の
情
報
を
取
得
し

ま
す
。

当
然
な
が
ら
海
底
地
形
調
査
は
氷

が
あ
る
と
で
き
な
い
た
め「
し
ら
せ
」

で
氷
を
砕
き
な
が
ら
の
観
測
で
す
。

「
外
海
の
う
ね
り
や
氷
を
砕
く
振

動
の
中
で
も
モ
ニ
タ
ー
を
見
続
け
て

い
た
の
で
、船
酔
い
に
悩
ま
さ
れ
ま
し

た
。
そ
ん
な
中
で
も
デ
ー
タ
品
質
を
保
つ
よ
う

海
氷
上
の
航
路
を
戻
っ
て
再
航
行
し
て
も
ら

い
、納
得
い
く
デ
ー
タ
が
取
れ
る
よ
う
心
掛
け

ま
し
た
」

野
外
沿
岸
で
潮
汐
を
観
測

水
深
の
基
準
や
海
面
変
動
を
把
握

南
極
大
陸
で
は
野
外
で
行
う
潮
汐
観
測
も

重
要
な
仕
事
の
一
つ
で
す
。

「
潮
の
満
ち
引
き
を
観
測
し
、海
図
を
作
製

す
る
際
の
水
深
の
基
準
を
決
定
し
ま
す
。
ま

た
、
長
年
に
わ
た
っ
て
デ
ー
タ
を
蓄
積
す
る
こ

と
で
地
球
温
暖
化
や
津
波
な
ど
に
よ
る
海
面

変
動
の
把
握
も
可
能
に
な
り
ま
す
」

ま
ず
足
を
運
ぶ
の
は
、
昭
和
基
地
近
く
の

西
の
浦
験
潮
所
。
こ
の
験
潮
所
で
は
通
年
で

デ
ー
タ
を
取
得
し
続
け
ま
す
。設
置
さ
れ
て
い

る
水
位
計
の
校
正
の
た
め
、パ
イ
プ
で
や
ぐ
ら

を
組
ん
で
海
上
に
標
尺
を
設
置
し
、目
視
で
潮

位
を
観
測
し
ま
す
。

他
に
も
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
で
南
極
大
陸
を
移

海底地形調査中のデータは船内の観
測室に送られる。今年は氷が薄い方で
走りやすかったものの、氷の障害に悩
まされる事もしばしば。

動
し
、
数
カ
所
を
数
日
間
野
営

し
な
が
ら
潮
汐
観
測
。
デ
ー
タ

や
観
測
機
器
の
回
収
、
新
た
な

機
器
の
設
置
も
行
い
ま
す
。

「
夏
隊
は
活
動
期
間
も
短
い

上
、
作
業
量
が
多
く
、
野
営
の

繰
り
返
し
で
オ
ー
バ
ー
ワ
ー
ク

気
味
で
し
た
が
、
そ
の
大
変
さ

を
感
じ
な
い
ほ
ど
、
美
し
い
自

然
の
中
で
実
に
充
実
し
た
観
測

が
で
き
ま
し
た
」

南
極
大
陸
を
測
量
し
、
地
図
作
成
と
地
球

科
学
の
解
明
に
貢
献
す
る
こ
と
。
国
土
地
理

院
が
南
極
地
域
観
測
隊
に
参
加
す
る
目
的
で

す
。
第
１
次
隊
か
ら
連
続
し
て
参
加
し
、そ
の

時
々
で
１
～
数
名
の
職
員
を
派
遣
し
て
い
ま

す
。
当
初
は
地
図
作
成
の
た
め
に
行
っ
て
い
た

測
量
も
、
現
在
は
地
球
科
学
の
課
題
を
解
明

す
る
た
め
の
基
礎
資
料
を
提
供
す
る
と
い
う

役
割
が
増
し
て
き
ま
し
た
。

前
人
未
到
の
南
極
の
地
を
測
量
し

新
し
い
地
図
を
広
げ
て
い
く

第57
次
南
極
地
域
観
測
隊（
夏
隊
）

国
土
地
理
院 

基
本
図
情
報
部 

画
像
調
査
課
　下
野 

隆
洋昭

和
基
地
で
は
平
成
７
年
か
ら
国
際
連
携

の
下
で
Ｇ
Ｎ
Ｓ
Ｓ
連
続
観
測
局
を
運
用
。
連

続
的
に
観
測
す
る
こ
と
で
地
殻
変
動
の
メ
カ

ニ
ズ
ム
を
解
明
す
る
た
め
の
基
礎
資
料
と
な

り
、
実
際
に
南
極
大
陸
が
動
い
て
い
る
こ
と
を

示
す
デ
ー
タ
も
得
ら
れ
て
い
ま
す
。第
57
次
夏

隊
に
参
加
し
た
下
野
隆
洋
は「
特
に
南
半
球
は

観
測
点
と
な
る
陸
地
が
少
な
い
こ
と
も
あ
り
、

南
極
の
デ
ー
タ
は
地
球
の
全
体
的
な
動
き
を

西の浦験潮所にある潮汐
観測装置。他の隊員の協
力を得て、初めて充実し
た観測が実現。

野営では一つの場所
に3〜4日。観測また
移動とまるでキャラ
バン隊。

XCTD(投下式水温塩分計）の観測データは有線に
て通信。その長さは最長約２km。
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把
握
す
る
た
め
の
重
要
な
観
測
点
と
な
っ
て
い

ま
す
」と
ޠ
り
ま
す
。

し
か
し
地
殻
変
動
を
解
明
す
る
た
め
に
は

長
期
に
わ
た
る
デ
ー
タ
の
蓄
積
が
重
要
で
、ま

ͩ
ま
ͩ
分
か
ら
な
い
こ
と
の
ํ
が
多
い
そ
う
。

「
݄
の
引
ྗ
や
߱
り
積
も
っ
た
ઇ
の
重
Έ
で

も
大
地
は
上
下
に
動
き
ま
す
。デ
ー
タ
の
༳
ら

͗
が
Կ
を
ҙ
味
す
る
の
か
要
Ҽ
を

り
分
け

る
に
は
長
期
の
観
測
が
ඞ
要
で
あ
りἔ
定
ৗ
ἕ

観
測
の
ҙ
ٛ
で
も
あ
り
ま
す
」

ɹա
ࠅ
ͳ
野
外
׆
動


શ
ͯ

ߦ

ྃ
ʂ

南
極
で
の
測
量
は
日
ຊ
と
は
উ
ख
が
ҧ
う

こ
と
も
。
住
吉
と
ಉ
༷
、
野
外
観
測
ν
ー
ム
を

組
Έ
、
͓
ޓ
い
の
観
測
を
ख

い
な
が
ら
数
日

間ɾ数
カ
所
を
野
営
し
ま
す
פ。
さ
で
動
か
な
く

なっ
た
バỽ
ς
リ
ー
を
カ
イ
ϩ
で
温
め
た
り
、
෩


��̼
の
中
で
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
を
待
っ
た
り
ộ
。

「
ѱ
ఱ
ީ
の
た
め
༧
定
の
半
分
も
実
行
で
き

な
い
こ
と
が
あ
る
と
ฉ
い
て
い
た
の
で
、
༧
定

量
の
ഒ
近
く
の
計
ը
を
ա
ີ
気
味
に
組
Έ
ま

し
た
が
、
ࠓ
回
は
ఱ
ީ
に
ܙ
ま
れ
、ほ
΅
全
て

の
計
ը
を

ྃ
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
ڧ。

෩
ਧ
き
ߥ
れ
る
野
営
を
ز
൩
も
ܦ
験
し
ま
し

た
が
、そ
ん
な

ڥ
下
で
も

に
は

れ
ࠐ
Ή

よ
う
に
ख़
ਭ
す
る
と
い
う
ϋ
ー
υ
な
野
外
観

測
で
し
た
」

ॱ
調
に
計
ը
が
ਐ
ん
ͩ
݁
Ռ
、
લ
ਓ
ະ
౸

の
新
し
い
地
で
の
測
量
も
ܦ
験
で
き
た
と
い

い
ま
す
。

「
ਓ
ྨ
が
足
を
౿
Έ
入
れ
て
い
な
い

所
を

測
量
す
る
と
、
ੈ
ք
が

が
っ
て
い
く
感
じ
が

し
ま
す
」

測
ྔ
の
ٕ
ज़

͜
Ε
͔
Β


ਐ
Խ
を
ଓ
͚
Δ

測
量
の
ٕ
ज़
が
向
上
し
効
率
化
が
ਐ
Ή

と
、そ
の
ਫ਼
度
や
で
き
る
こ
と
は
ຖ
回
少
し
ず

つ
変
化
し
て
い
き
ま
す
。
࠷
近
で
は
υ
ϩ
ー
ϯ

を
使
っ
た
測
量
も

目
さ
れ
、南
極
で
の
実
用

化
が
か
な
͑
ば
、
地
形
測
量
の
可
能
ੑ
が
ܶ

的
に

が
る
と
ߟ
͑
ら
れ
て
い
ま
す
。下
野
も

「
υ
ϩ
ー
ϯ
が
南
極
の
特
घ
な

ڥ
で
正
ৗ

に
動
作
す
る
の
か
。
い
Ζ
い
Ζ
と
ݒ
೦
は
あ
り

氷চม動測ྔ。(/44
ड信ػで�4ؒ࣌デー
タをとりଓ͚る。
͜れまでの観測で氷চ
は西西の方年
ؒ約̑ ̼動いている͜
とが分かった。

地形ਤを࡞するために、ۭ 中ࣸਅࡱӨ実ࢪલに測地ج४にର
し、ରۭඪࣝをϖンキでృ装。一ॹに野営している他の隊員にも
खってもらいͳがらのۀ࡞。

野営ではେྔの৯ࡐを
Ή。下野ᐌʮ͘ॅ٢ࠐͪ࣋
さΜはྉཧ൪長。一ॹに
野営する࣌もあり、とって
もඒຯしかったですʂʯ

下野がઃ置した測地ج४。͜れま
でਓؒがを౿Έೖれていͳいʮલ
ਓະ౿の地ʯであるূ໌ともい͑る。

ま
す
が
、そ
れ
を
上
回
る
可
能
ੑ
を
大
い
に
感

じ
て
い
ま
す
」と
南
極
で
の
新
し
い
観
測
に
期

待
を
๊
い
て
い
ま
す
。

南
極
と
い
う
地
ͩ
か
ら
こ
そ
で
き
る
観
測
。

そ
の
地
ಓ
な
観
測
の
積
Έ
重
ね
が
ࢲ、
た
ち
の

住
Ή
地
球
と
い
う


の
解
明
に
つ
な
が
っ
て

い
く
の
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。
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